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「
３
６
０
度
広
が
る
水
墨
画
の
風
景
の
な
か

を
、
水
牛
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
カ
ヌ
ー
が
ゆ
っ

く
り
と
下
っ
て
い
く
」。
そ
ん
な
風
景
を
夢
に

描
い
て
２
０
０
６
年
に
結
成
し
た
上
海
カ
ヌ
ー

倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ま
さ
に
そ
の
夢
の
中

に
い
ま
し
た
。大
型
観
光
船
で
は
見
ら
れ
な
い
、

目
の
前
に
迫
る
水
墨
画
の
景
色
、
観
光
地
化
さ

れ
て
い
な
い
支
流
の
た
め
、
途
中
で
出
会
っ
た

人
の
数
よ
り
多
い
水
牛
の
数
、
水
質
汚
染
が
は

な
は
だ
し
い
中
国
で
初
め
て
見
た
澄
ん
だ
水
。

す
べ
て
が
予
想
以
上
の
出
来
事
で
し
た
。

 

「
上
海
カ
ヌ
ー
倶
楽
部
」
は
2
0
0
6
年
夏
に

「
中
国
で
カ
ヌ
ー
を
広
め
た
い
」
と
い
う
田
島

史
郎
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
在
上
海
の
日
本
人

の
メ
ン
バ
ー
に
て
発
足
し
ま
し
た
。「
中
国
」

に
て
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
の
概
念
が
な
い
な
か
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
の
活
動
の
カ
ヌ
ー
は
上
海
近
郊
の
湖

に
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
を
数
艇
デ
ポ
し
、
あ
と
は
中

国
全
国
を
遠
征
す
る
の
が
基
本
で
す
が
、
中
国

の
山
・
川
・
海
は
す
べ
て
政
府
の
管
理
下
に
あ

る
た
め
、
活
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
現
地
政
府

や
観
光
局
、
管
理
団
体
と
の
交
渉
が
必
要
と
な

り
、
カ
ヌ
ー
技
術
よ
り
も
「
交
渉
力
」
が
必
要

と
な
る
特
殊
な
環
境
下
で
す
。幸
い
、メ
ン
バ
ー

は
企
業
の
海
外
赴
任
者
が
多
く
、
中
国
人
と
の

交
渉
は
日
々
の
仕
事
で
鍛
え
て
お
り
、
カ
ヌ
ー

倶
楽
部
の
活
動
も
日
々
の
仕
事
の
延
長
の
よ
う

な
感
じ
で
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
中
国
の
川
と
い
っ
て
思
い
つ
く
の
が

「
水
墨
画
の
景
色
」
桂
林
で
す
。
設
立
当
初
か

ら
桂
林
の
川
を
下
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が

メ
ン
バ
ー
全
員
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
普
通

の
川
下
り
で
あ
れ
ば
本
流
の
川
を
大
型
観
光
船

で
、
支
流
の
あ
ち
こ
ち
で
は
竹
筏
で
の
観
光
下

り
は
可
能
で
す
が
、倶
楽
部
と
し
て
は
「
自
艇
」

で
下
る
と
い
う
の
が
目
標
で
し
た
。

　
あ
ち
こ
ち
の
旅
行
代
理
店
に
連
絡
を
取
り
ま

し
た
が
、「
自
艇
で
は
安
全
保
障
上
無
理
」
と

の
返
事
が
多
く
、あ
き
ら
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

ナ
ベ
隊
員
が
社
員
旅
行
で
行
っ
た
と
き
に
偶
然

見
つ
け
た
現
地
の
小
さ
な
代
理
店
が
、
支
流
の

一
部
で
可
能
ら
し
い
と
の
情
報
を
も
と
に
、
今

回
の
遠
征
が
成
功
し
ま
し
た
。

　
遠
征
の
日
程
は
皆
さ
ん
勤
め
人
の
た
め
、
金

曜
夜
出
発
の
日
曜
深
夜
戻
り
の
強
行
軍
。
カ

ヌ
ー
倶
楽
部
員
8
名
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。

　
9
月
14
日
（
金
）
の
夕
方
６
時
に
上
海
国
内

空
港
で
あ
る
虹
橋
空
港
に
メ
ン
バ
ー
が
到
着
、

８
時
発
の
東
方
航
空
の
フ
ラ
イ
ト
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
。フ
ァ
ル
ト
が
数
艇
あ
る
た
め
、重
量
オ
ー

バ
ー
が
心
配
だ
っ
た
が
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
は
気
に
せ
ず
ボ
ー
ト
は
無
事
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
。
無
理
を
承
知
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
荷

物
に
忍
ば
せ
た
イ
ワ
タ
ニ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
あ

え
な
く
没
収
。「
中
国
の
空
港
だ
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
甘
い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
コ

ン
ド
ー
隊
員
。
中
国
の
空
港
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

は
厳
重
で
し
た
（
当
た
り
前
か
…
…
）。

　
フ
ラ
イ
ト
の
遅
れ
・
取
り
消
し
が
当
た
り
前

の
国
内
線
に
し
て
は
珍
し
く
、
定
刻
通
り
に
出

発
、
そ
し
て
桂
林
の
空
港
「
桂
林
両
江
国
際
空

港
」
に
到
着
。

　
桂
林
に
到
着
後
は
、
今
回
の
旅
行
の
代
理
店

で
あ
る「
青
年
旅
行
社
」に
よ
る
バ
ン
に
搭
乗
。

運
転
手
に
荷
物
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
な
が

ら
も
、
８
人
の
メ
ン
バ
ー
と
カ
ヌ
ー
一
式
は
市

内
の
ホ
テ
ル「
桂
林
賓
館
」に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

　
腹
ご
な
し
と
買
い
出
し
の
た
め
に
市
内
を
徘

徊
、
ヤ
カ
ン
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
は
す
ぐ
に
手

に
入
る
が
、
イ
ワ
タ
ニ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
さ
す

Keirin
［読者投稿］
上海カヌー倶楽部、桂林を下る。
中国の川といえば、誰もが思い浮かべるのが「水墨画の景色」桂林。一昨年結成された上海カヌー倶
楽部のメンバーにとっても、この川を下るのは夢だった。必要とされたのは、カヌーの技術より交渉力。
政府や観光局などとの交渉を経て、桂林の川下りが実現した。
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が
に
中
国
の
田
舎
に
は
売
っ
て
お
ら
ず
、
着
火

材
代
わ
り
に
な
る
も
の
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
腹
ご
な
し
の
た
め
に
寄
っ
た
屋
台
で
「
火

鍋
」用
の
固
形
燃
料
を
10
元
ほ
ど（
１
５
０
円
）

で
譲
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
。
ホ
テ
ル
に

戻
っ
た
と
き
は
す
で
に
午
前
様
、
周
り
の
風
景

が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
が
、「
水
墨
画
」
の
風

景
を
夢
見
な
が
ら
明
日
に
備
え
て
就
寝
し
た
。

　
翌
日
9
月
15
日
（
土
）、
若
干
曇
り
気
味
だ

が
直
射
日
光
が
厳
し
く
な
い
、
カ
ヌ
ー
に
は
絶

好
の
天
気
。
桂
林
市
内
か
ら
車
に
揺
ら
れ
、
約

２
時
間
か
け
て
陽
朔
へ
。
桂
林
の
川
下
り
は
、

一
般
的
に
は
璃
川
と
い
う
本
流
の
川
を
大
型
観

光
船
で
景
色
を
楽
し
む
の
が
一
般
的
で
あ
り
、

陽
朔
は
そ
の
最
終
ポ
イ
ン
ト
。
通
常
の
観
光
客

は
陽
朔
で
下
船
し
、
買
い
物
な
ど
を
楽
し
む
。

陽
朔
に
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
も
多
く
、
安
宿
や

バ
ー
な
ど
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア

の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
街
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。
今

回
の
ガ
イ
ド
も
、
こ
の
陽
朔
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
シ
ョ
ッ
プ
を
も
っ
て
い
る
。

　
我
々
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
車
で
１
時
間
ほ
ど

走
り
、
下
流
に
向
か
っ
た
。
下
流
は
観
光
局
が

管
理
を
し
て
い
な
い
の
で
、「
自
艇
」
で
の
川

下
り
が
可
能
だ
そ
う
で
す
。
悪
路
を
揺
ら
れ
約

１
時
間
、「
水
墨
画
」
の
風
景
の
中
に
突
入
し
、

山
が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。

　
10
時
に
出
発
地
点
で
あ
る
「
福
利
（
フ
ー

リ
ー
）」
に
到
着
。
こ
こ
で
カ
ヌ
ー
を
組
み
立

て
る
の
で
す
が
、
牛
糞
に
要
注
意
。
組
み
立
て

て
い
る
そ
ば
を
水
牛
が
横
切
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
今
回
の
船
の
紹
介
。

フ
ク
隊
長
艇
：
リ
バ
ー
ス
テ
ィ
ー
ル
／
マ

ジ
ェ
ッ
タ（
ボ
ロ
イ
で
す
、中
国
で
寿
命
を
ま
っ

と
う
す
る
予
定
）

マ
チ
ャ
キ
＆
ミ
ユ
キ
隊
員
：
ア
ル
フ
ェ
ッ
ク
／

ア
リ
ュ
ー
ト

ナ
オ
さ
ん
夫
妻
＆
コ
ン
ド
ー
隊
員
：
セ
ビ
ラ
ー

社
／
Ｆ
ｉ
ｊ
ｉ
（
中
国
で
唯
一
と
も
い
え
る
上

海
の
カ
ヌ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
の
イ
ン
フ
レ
ー

タ
ブ
ル
）

ナ
ベ
隊
員
＆
コ
ー
ジ
隊
員
：
レ
ン
タ
ル
カ
ヤ
ッ

ク
　
こ
の
レ
ン
タ
ル
カ
ヤ
ッ
ク
、
自
作
で
す
。
中

国
で
レ
ン
タ
ル
カ
ヤ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
自
体
が

驚
き
で
す
が
、自
作
と
い
う
の
も
ま
た
中
国
的
。

一
応
、
水
に
は
浮
か
び
ま
す
。
パ
ド
ル
は
木
製

で
手
作
り
。T
h
e 

C
h
i
n
a
的
な
カ
ヤ
ッ

ク
。
レ
ン
タ
ル
料
は
２
０
０
元
（
約
３
０
０
０

円
）。
自
艇
の
持
ち
込
み
は
ガ
イ
ド
料
と
し
て

１
人
50
元
（
約
７
５
０
円
）
を
支

払
う
。

　
ガ
イ
ド
と
し
て
先
ほ
ど
紹
介
し

た
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ョ
ッ

プ
の
オ
ニ
ー
チ
ャ
ン
が
先
導
し
て

く
れ
る
の
で
す
が
、西
洋
人
の
ガ
ー

ル
フ
レ
ン
ド
を
連
れ
て
き
て
お
り
、

先
方
で
い
ち
ゃ
い
ち
ゃ
、か
つ
我
々

は
写
真
を
撮
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

行
く
の
で
、
我
々
の
速
度
に
愛
想
を
尽
か
し
て

漕
ぎ
出
し
て
30
分
後
ぐ
ら
い
に
は
す
で
に
見
え

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。ガ
イ
ド
の
意
味
な
し
。

ま
あ
、
川
幅
も
大
き
く
、
瀬
も
あ
ま
り
な
い
川

な
の
で
迷
う
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
…
…
。

　
漕
ぎ
出
す
前
に
聞
い
て
い
た
距
離
は
約
10

㎞
、
結
果
的
に
は
15
㎞
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
は
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
て
お
り
、
水
墨
画
の
風
景
が
目
の
前
に
迫
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
色
の
連
続
。
こ
ん
な
景
色

を
我
々
８
人
で
独
占
で
き
る
と
は
、
幸
せ
で
し

た
。

　
他
の
観
光
客
も
お
ら
ず
、
会
う
の
は
川
ガ
キ

と
水
牛
ば
か
り
。
コ
ー
ス
的
に
は
特
徴
が
な
い

の
で
、
川
地
図
を
作
る
必
要
も
な
し
。
川
原
が

多
く
あ
る
の
で
、休
憩
ポ
イ
ン
ト
も
多
く
、ゆ
っ

く
り
下
る
の
に
は
最
適
で
、
キ
ャ
ン
プ
ポ
イ
ン

ト
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
に
は
食

事
が
で
き
る
村
落
も
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
中
華

料
理
と
ビ
ー
ル
も
楽
し
め
ま
す
。

　
10
時
か
ら
漕
ぎ
は
じ
め
て
、
途
中
２
回
の
休

憩
を
挟
み
、
午
後
４
時
に
ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る

「
普
益
（
プ
ー
イ
ー
）」
に
到
着
。
幸
せ
な
半
日

で
し
た
。

　
夜
は
陽
朔
付
近
の
興
坪
（
シ
ン
ピ
ン
）
と
い

う
村
で
、唯
一
の
日
本
人
経
営
と
思
わ
れ
る「
林

さ
ん
」
が
経
営
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
「
老
寨

山
旅
館
」
に
宿
泊
。
オ
ー
ナ
ー
の
林
さ
ん
は
宿

の
裏
に
あ
る
山
「
老
寨
山
」
の
頂
上
か
ら
の
景

色
に
魅
せ
ら
れ
て
、
こ
こ
に
宿
を
経
営
す
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
昔
は
け
も
の
道
的
な

登
山
道
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
毎
日
セ
メ

ン
ト
を
運
ん
で
頂
上
ま
で
階
段
を
作
ら
れ
た
そ

う
で
、
と
に
か
く
す
ご
い
方
で
す
。

　
夜
は
満
天
の
星
空
。
近
く
に
都
市
や
町
が
な

い
の
で
、
地
平
線
の
近
く
ま
で
星
が
見
え
、
天

の
川
も
く
っ
き
り
、
数
分
お
き
に
流
れ
る
流
れ

星
に
、
隊
員
全
員
た
め
息
を
漏
ら
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
次
回
は
桂
林
の
川
原
で
焚
き
火
と
満
天
の

星
空
を
肴
に
酒
を
の
む
べ
し
！
」
と
早
く
も
次

回
の
遠
征
を
心
の
中
に
決
め
ま
し
た
。

　
翌
日
9
月
16
日
（
日
）、
仕
事
の
都
合
で
先

発
隊
と
後
発
隊
に
分
か
れ
て
空
港
に
向
か
い
。

２
泊
３
日
な
が
ら
も
「
桂
林
を
下
っ
た
」
と
い

う
満
足
感
に
浸
っ
た
遠
征
で
し
た
。
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